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概 要

解体建物・再活用方法

○ 小樽市登録歴史的建造物（旧石橋商店醤油工場５番庫）が解体される方針（R7年度～）となった。
○ 小樽軟石は、現在採掘されておらず、本市の貴重な財産であるため、以下のとおり再利用を図る。
① 新たな歴史を刻むシンボルとして ⇒ 新小樽（仮称）駅の外壁材として
② 過日の歴史の継承として ⇒ 小樽総合博物館など今後発生する歴史的建造物等の補修材

【旧石橋商店醤油工場 ５番庫】

小樽軟石使用
活用候補箇所

① 新小樽（仮称）駅の外壁材

②【小樽市総合
博物館などの

    補修材】

駅１階外壁への小樽軟石の活用 （旧石橋商店醤油工場５番庫外壁材（小樽軟石）の活用）

再活用予定

再活用
予定

小樽軟石の活用について

官民協働による駅づくりについて

【合同酒精株式会社との協働】

資料３

(予定)
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軟石生かし取り（解体工事）の様子 （写真：阿部建設株式会社より提供）

小樽軟石の活用について

官民協働による駅づくりについて
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